
第15回

新荘夏ま
つり 祭りで新荘地区心一つに

新荘学区の常住人口	 世帯数 3,134
男 3,060　女 3,343　　合計 6,403

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 620	（ 9.7％）	 15	〜 64 才	 3,832	（59.8％）
	 65	才以上	 1,951	（30.5％）

７月28日（日）新荘小学校校庭で開催された新荘夏まつりは、
暑くもなく少し風のある好天に恵まれ、模擬店、ゲームコーナー、
水戸商フットサル・チアダンス、バルーンアー
ト、城東よさこい連、ムーンライトセレナーダ
ス＆フラダンスなど、盛りだくさんの行事に、
約2,300名の方が祭りを楽しみ、新荘地区住民
のふれあいが図られました。

来賓の皆様

今回は、節目の第15回の開催となることか

ら、平成22年の12回開催が最後となった、ヤ

グラを組立てる案が浮上しましたが、スタッ

フの高齢化？により断念いたしました。

来年こそ本格的なヤグラのある祭りを

やりましょう。若手のお父さん、お兄さん

の力をお貸し下さい。

ゲ
ームコーナー（高齢者クラブ）

一年生紹介
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SHINSO SUMMER FESTIVAL

新
荘

ま
つ
り
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夏

今年の参加者は約2,300名でした。

城東YOSAKOI連と水商チアガール

「流しソーメン」
うまくつかめるかな？

やっぱり祭りの〆は花火です。

「次はどこにおいたらいい？」

「くじ引き」
何が当たるかな？

輪になっておどりましょう



合
同
総
会

二
十
五
年
度

五
月
十
八
日（
土
）
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
新
荘
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
の
合
同
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

新
荘
学
区
六
十
九
町
内
会
の
う

ち
、
六
十
三
町
内
会
長
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
二
十
四
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
と
二
十
五
年
度
の
事
業
計

画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
あ
と
、
市
民
憲
章
唱
和
、

水
戸
市
歌
唱
和
、
奥
田
会
長
主
催
者

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
高

橋
靖
市
長
な
ど
よ
り
ご
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高橋水戸市長あいさつ

（
来
賓
）

水
戸
市
長	

	

高
橋　

靖
様

水
戸
市
議
会
議
員	

	

袴
塚
孝
雄
様

社
会
福
祉
協
議
会	

会
長	

岩
上　

堯
様

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

	

会
長	

小
川
喜
治
様

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー	

所
長	

高
林
誠
也
様

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
難
問
解
決
・
ご
近
所
の
底
力
」

と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
が
あ
る
。
町

内
会
で
発
生
す
る
問
題
を
解
決
し

て
い
く
内
容
が
紹
介
さ
れ
る
。

問
題
解
決
に
は
、
ご
近
所
の
基

礎
体
力
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ

ル
）
が
基
本
。
だ
が
、
近
年
衰
退
し

つ
つ
あ
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
で
は
、「
公
助
」
の
限
界
が
明

ら
か
に
な
り
、「
自
助
」「
共
助
」（
近

所
）
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
…

①
住
民
同
士
の
信
頼
関
係

②
住
民
同
士
の
交
流

③
人
任
せ
に
せ
ず
、
自
分
た
ち
で

問
題
に
取
り
組
む

●
都
道
府
県
ご
と
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル

◦
低
い
県
〜
北
海
道
・
千
葉
・
東
京
・
神

奈
川
・
愛
知
・
大
阪
・
福
岡　

な
ど

◦
高
い
県
〜
岩
手
・
秋
田
・
山
形
・
福
島
・

石
川
・
島
根
・
佐
賀
・
長
崎
・
熊
本　

な
ど

※
茨
城
は
…
五
段
階
の
下
よ
り
２
番
目

…
と
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

●
犯
罪
率

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
高
い
地

域
ほ
ど
犯
罪
率
は
低
い

◦
高
い
県
〜
大
阪
・
福
岡
・
東
京
・
千
葉　

な
ど

◦
低
い
県
〜
秋
田
・
山
形
・
長
崎
・
島
根　

な
ど

●
出
生
率

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
高
い
地
域
ほ
ど
出
生
率
は
高
い
（
子

育
て
が
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
）

◦
高
い
県
〜
島
根
・
山
形
・
宮
崎
・
佐
賀　

な
ど

◦
低
い
県
〜
東
京
・
北
海
道
・
千
葉
・
埼
玉　

な
ど

●
防
災
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

◦
自
助
・
共
助
（
近
所
）
の
重
要
性

◦
阪
神
淡
路
大
震
災
で
、
家
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
者
の
う
ち
、
救
助

さ
れ
た
者
は
、
約
三
万
五
千
人
こ
の
う
ち
近
隣
住
民
に
よ
る
救
助

は
二
万
七
千
人
と
八
割
弱
を
占
め
る
。

昔
は
、
田
植
え
な
ど
は
お
互
い
に
手
伝
い
、
地
域
で
実
施
し
た
。

葬
儀
も
地
域
の
手
伝
い
で
行
っ
た
。
地
域
の
祭
り
も
無
く
な
り
つ

つ
あ
る
。
町
内
会
に
加
入
し
な
い
な
ど
、
住
民
同
士
の
信
頼
関
係
が

薄
れ
て
き
て
い
る
。

大
地
震
の
発
生
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
今
、
ご
近
所
の
信
頼
関
係
の

構
築
が
急
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
新
荘
夏
ま
つ
り	

七
月
二
十
八
日

●
敬
老
会	

九
月
十
六
日

●
市
民
運
動
会	

十
月
十
三
日

●
歩
く
会	

十
一
月
十
七
日

●
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り	

三
月
一
・
二
日

今
年
度
の
主
な
行
事

同
時
開
催

防
災
講
演
会

常
磐
大
学
準
教
授　

砂
金
祐
年
先
生
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新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

新
任
あ
い
さ
つ

所　長

高林 誠也三宅 晴美

編

集

部

委

員

川
又　

一
郎
・
飛
田
美
江
子

鈴
木　

照
子
・
中
野　

昌
子

水
戸
市
元
山
町
に
鎮
座
す

る
別
雷
皇
太
神
（
べ
つ
ら
い

こ
う
た
い
じ
ん
）
は
神
亀
元

年
（
七
二
四
年
）
に
、
常
陸
国

主
の
藤
原
宇
合
が
天
皇
の
命

令
に
よ
っ
て
蝦
夷
征
伐
に
赴

く
際
、
東
北
地
方
鎮
護
の
神
と

し
て
、
京
都
の
「
加
茂
別
雷
神

社
」
よ
り
、
わ
け
み
た
ま
を
お

祀
り
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

佐
竹
義
宣
は
国
豊
民
福
と

災
難
不
起
と
を
心
を
込
め
て

祈
り
、
雷
難
消
除
、
武
運
長
久

の
お
ふ
だ
を
将
軍
徳
川
家
康

に
献
じ
ま
し
た
。

社
宝
「
散
々
楽
」
は
、
今
か
ら

約
九
百
年
前
に
常
陸
の
郷
の
豪

族
よ
り
別
雷
皇
太
神
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

散
々
楽
は
三
体
の
獅
子
で
踊

り
狂
う
さ
ま
が
楽
し
い
こ
と
か

ら
「
散
々
楽
」
と
名
付
け
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

雷
神
様
に
は
「
六
福
む
か
え

る
」
と
い
う
石
像
が
あ
り
ま
す
。

石
像
は
、
六
匹
の
か
え
る
で

次
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

○
無
事
か
え
る　

○
金
か
え
る

○
若
が
え
る　

○
良
く
考
え
る

○
体
が
も
と
に
か
え
る

○
卵
→
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
→
蛙

の
六
つ
で
す
。

ぜ
ひ
ご
自
分
の
目
で
確
か
め

て
下
さ
い
。

新
荘
散
策

別
雷
皇
太
神
（
雷
神
様
）

神　　　社

六福むかえる

那
珂
川
水
系
ク
リ
ー
ン
作
戦

河
川
愛
護
運
動
の
一
環
と
し
て
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
那
珂
川
水
系
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
七
月
十
四
日
に
実
施

さ
れ
、
新
荘
地
区
よ
り
、
市
民
セ
ン

タ
ー
長
・
女
性
の
会
・
松
本
東
町
内

会
よ
り
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

万
代
橋
よ
り
千
歳
橋
ま
で
の

二
・
五
㎞
間
の
堤
防
を
中
心
に
空
き

カ
ン
な
ど
を
拾
い
収
め
ま
し
た
。

年
々
不
法
投
棄
は
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
ゴ
ミ
を
見
つ
け
る
と
得
意

気
に
袋
に
納
め
て
お
り
ま
し
た
。

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

水
戸
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
主
催
の
花
壇
コ
ン
ク
ー

ル
に
推
薦
す
る
た
め
、
七
月
二
日
学

区
内
の
六
ヶ
所
の
花
壇
を
七
人
の

審
査
員
で
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

苗
の
配
付
か
ら
日
も
浅
い
こ
と
か

ら
、
生
育
途
上
の
花
壇
を
審
査
す
る

の
は
む
ず
か
し
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

昨
年
の
受
賞
は
、
学
校
関
係
で
新

荘
小
は
優
良
賞
。

一
般
で
吉
田
石
油
は
努
力
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○
審
査
対
象
花
壇

◦
砂
久
保
花
の
会

◦
緑
町
会

◦
向
井
町
三
区

◦
馬
口
労
町
一
町
目

◦
㈱
吉
田
石
油
水
戸
Ｓ
Ｓ

◦
新
荘
小
学
校

利
用
者
の
ノ
ド
を
潤
す
た
め
、
冷
た
い

麦
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

雷
難
消
除
武
運
長
久

今
年
四
月
に
千
波
市
民
セ
ン
タ
ー
よ
り

異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
生

涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て
地
域
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
市
民
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

双
葉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
よ
り
四
月
一
日

付
で
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
の

皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に

新
サ
ー
ビ
ス

審
査
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